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化
に
向
け
た
実
証
実
験
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
の
完
全
失
業
率
は
、
平
成
22

年

の
18

・
２
％
か
ら
平
成
27

年
は
、
７
・

５
％
へ
と
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
高
い
数
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

雇
用
促
進
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
失
業
率
の
高
い
若
者
向
け
に
就
業

支
援
事
業
を
実
施
し
、
「
働
く
場
の
確

保
」
、
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
」
、
「
就
業

意
欲
の
向
上
」
の
観
点
か
ら
、
失
業
率

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
３
つ
の
基
本
政
策
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
と
し
て
、
市
内
に

活
気
が
生
ま
れ
、
民
間
投
資
を
促
す
魅

力
的
な
地
域
と
し
て
、
近
年
、
大
規
模

な
住
宅
開
発
や
大
型
商
業
施
設
等
の
相

次
ぐ
立
地
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
引

き
続
き
、
３
つ
の
基
本
政
策
を
中
心
と

し
た
様
々
な
施
策
に
果
敢
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
も
多
く
の
児
童
生
徒
や

若
者
が
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活

躍
し
、
私
た
ち
に
明
る
い
話
題
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
全
国
大
会
や
日
本

最
大
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
そ

し
て
、
日
本
最
大
規
模
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
優
勝
や
金
賞
受
賞
の

目
覚
ま
し
い
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
県
大

会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
と
の

嬉
し
い
報
告
が
多
数
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
る
嬉
し
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
光
を
あ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
向
上
な
ど
を
目
指
し

て
行
わ
れ
て
い
る
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地

域
イ
ベ
ン
ト
ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
、

「
勝
連
城
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
関
係
す
る
皆
様
の
励
み

と
な
り
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
行
わ
れ
た
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
本
市
出
身
の
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
あ
る
新
垣
比
菜
選
手

が
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
11

月
に
開
催
さ
れ
た
「
大
分

国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
」
に
お
い
て
、

本
市
出
身
の
喜
納
翼
選
手
が
２
回
連
続

で
優
勝
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
今
年
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
で

４
位
以
内
に
入
賞
し
ま
す
と
、
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
選
手
と
し
て

推
薦
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
活
躍
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
内
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
県
道
33

号

線
沿
い
に
、
う
る
マ
ル
シ
ェ
を
は
じ
め
、

複
合
商
業
施
設
の
立
地
が
相
次
ぎ
、
多

く
の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
石
川
地
域
で
は
、
大
型
商
業
施
設
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
、
与
那
城
地
域
に

お
い
て
も
、
屋
慶
名
土
地
区
画
整
理
事

業
地
区
内
で
の
大
型
商
業
施
設
の
建
設

を
は
じ
め
、
旧
与
那
城
庁
舎
へ
の
ホ
テ

ル
建
設
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

で
あ
る
観
光
に
お
い
て
は
、
入
域
観
光

客
が
６
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
、
１
千
万
人
に
迫
る
勢
い
で
、
好
調

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、「
勝
連
城
跡
」
の
入

場
者
が
世
界
遺
産
登
録
後
か
ら
数
え
て
、

２
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
「
勝
連

城
跡
」
の
価
値
を
保
全
し
、
そ
の
一
帯
を

文
化
・
観
光
の
拠
点
と
し
て
東
海
岸
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
勝
連
城
跡
周

辺
整
備
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
賑
わ
い

や
雇
用
の
創
出
な
ど
に
よ
り
、
地
域
経

済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
結
び
つ
い
て

い
く
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
伝
統
文
化
・
歴
史
・

自
然
環
境
を
活
か
し
た
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
米
軍
に
起
因
す
る
事
件
・
事
故
に
つ

い
て
は
、
伊
計
島
に
お
い
て
、
昨
年
１

月
に
米
軍
ヘ
リ
の
不
時
着
や
２
月
に

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
か
ら
機
体
の
一
部
が

落
下
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
こ
数
年
訓
練
の
常
態
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
米
軍
に
よ
る
津
堅
島

訓
練
場
水
域
で
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下

訓
練
や
増
加
傾
向
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
・

ビ
ー
チ
へ
の
原
子
力
潜
水
艦
の
寄
港
に

つ
い
て
も
、
市
民
の
安
全
で
安
心
で
き

る
生
活
環
境
を
守
る
立
場
か
ら
抗
議
を

重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
基
地
負
担
の
軽
減
に
向
け
て
は
、
絶

え
ず
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
や
日

米
地
位
協
定
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
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て
、
引
き
続
き
、
日
米
両
政
府
及
び
米

軍
へ
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員

選
挙
に
よ
り
、
新
人
７
名
を
含
む
30

名

の
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
市
政
発

展
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
市

議
会
と
連
携
し
た
市
政
運
営
を
心
掛
け

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
沖
縄
振
興
予
算
の
枠
組
み
の

な
か
で
、
新
た
に
沖
縄
振
興
特
定
事
業

推
進
費
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
こ
の
予
算
を
活
用
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す

る
基
本
姿
勢
や
社
会
情
勢
等
の
所
感
を

述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
愛
し
て
ま
す
　
住
み
よ
い
ま
ち
　
う
る

ま
」
の
実
現
に
向
け
、
第
２
次
総
合
計
画

で
掲
げ
る
各
施
策
と
、
私
の
３
つ
の
基
本

政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
２
０
１
９
年

度
の
予
算
並
び
に
主
要
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

３
２
０
１
９
年
度
の

      

予
算
規
模

　
２
０
１
９
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
「
第
２
次
う
る
ま
市
総

合
計
画
」
及
び
「
３
つ
の
基
本
政
策
」
、

「
第
15

回
実
施
計
画
」
等
を
踏
ま
え
、

各
施
策
の
目
標
達
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
、
行
財
政
改
革
の
実
施
に
努
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る

こ
と
を
基
本
に
予
算
編
成
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ

の

結

果
、
２

０

１

９

年

度

の

一

般

会

計

予

算

は
、
６

２

４

億

６
，

８
９
６
万
２
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
14

・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
予
算
な
ど
を
含

め
た
総
予
算
額
は
、
９
４
５
億
９
，

６
７
０
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
の
一
括
交
付
金
の
基
本

配
分
額
は
、
11

億
３
，
４
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
勝
連
城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整
備

事
業
の
実
施
分
に
対
し
て
は
、
特
別
枠
と

し
て
３
年
間
で
計
18

億
円
が
配
分
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
２
０
１
９
年
度
は
、
基

本
配
分
額
と
あ
わ
せ
て
、
総
額
17

億
３
，

４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
同
交
付
金
を
活
用
し
た
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４ 
主
要
事
業
の
概
要

　
２
０
１
９
年
度
主
要
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
第
２
次
う
る
ま
市
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
６
つ
の
基
本
目
標
毎
に
説
明
い

た
し
ま
す
。

⑴
「
み
ん
な
で
支
え
あ
う
健
や
か
な

　
　ま
ち
づ
く
り
」

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多

様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
支
援
が
受

け
ら
れ
、
互
い
に
助
け
合
え
る
地
域
社

会
を
推
進
し
ま
す
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
適
正
実
施

に
努
め
る
と
と
も
に
、
要
保
護
者
及
び

被
保
護
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
立
相
談
支
援
事
業
や
住
居

確
保
給
付
金
事
業
、
学
習
支
援
事
業
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
生
活
保
護
に

至
る
前
の
自
立
支
援
に
加
え
、
貧
困
の

連
鎖
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
、
総
合
的
な
相
談
支
援

体
制
や
就
労
支
援
等
の
強
化
に
取
り
組

み
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
生
活

し
、
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
障
が
い

者
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度

改
正
に
伴
う
公
費
の
追
加
投
入
や
保
険

者
努
力
等
に
よ
り
、
特
別
会
計
は
改
善

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

国
保
税
の
収
納
対
策
や
医
療
費
の
適
正

化
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
と
特
定
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